
ホルムズ海峡開放期待で80ドル割れ
NY原油先物相場は、1バレル＝70ドル台後半まで下落する展開になった。中東情勢は先行き不透明感が

強かったが、原油相場はホルムズ海峡の開放期待を織り込む動きが優勢になり、7月13日以来の安値を

更新した。イランとオマーンはホルムズ海峡の航路について合意し、ホルムズ海峡の開放に向けて環境

整備が進んだと評価されている。ただし、イランは米国やイスラエルなど敵対国の同海峡通航を禁止す

るとの報道もあり、80ドル割れからさらに大きく値を崩すような展開には至らなかった。

トランプ米大統領は繰り返し、ホルムズ海峡の開放を巡る合意は近いとの見方を示している。ベッセン

ト米財務長官も8月4日、「今日か明日にもイランとの合意が成立する可能性がある」と発言している。

しかし、イラン側からは米国との協議そのものを否定するような声も目立ち、情報が錯綜している。実

際にホルムズ海峡の開放に向けてどのような状況にあるのか把握することが難しく、原油相場は上値の

重さが目立ったものの、大きく値を崩すには至らない不安定な地合になった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（7月31日時点）は、原油が前週比248万バレル増、ガ

ソリンが164万バレル減、石油精製品が347万バレル減となった。

©Marketedge Co.,Ltd. All Rights Reserved.

原油ETF証拠金取引 
WEEKLY REPORT
2026/08/10号

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。

1

マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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中東情勢で揺れ動く、情報錯綜で波乱の展開が続く

2

【展望】

中東情勢に強く左右される地合が続くが、先行き不透明感の

強さに加えて、現状の把握も難しい状況にある。原油市場に

おける焦点はホルムズ海峡の開放の有無であり、原油流通環

境の改善が進むか否かによって、原油価格の短期トレンドも

決まる。こうした中、イランとオマーンが同海峡の航路につ

いて合意に至ったことは大きな前進であり、海峡開放に向け

て進展を見せたことは原油相場の上値を圧迫しよう。ただし、

米国はあくまでも自由通航を主張しているのに対して、イラ

ンは敵対国の通航禁止を主張するなど、両国の主張は依然と

して大きく異なる状況にある。米国側からは合意成立を楽観

視させる動きが目立つ一方、イラン側からは合意成立を疑問

視させる動きが目立ち、前週に続いて今週も原油相場は中東

情勢の変化に敏感に反応する不安定な地合が想定される。引

き続き、上下双方に10ドル程度の値幅は想定しておく必要が

ある。

ホルムズ海峡のタンカー通航が低水準にとどまる中、現物需

給は改めて引き締まっている。一方で、マーケットは同海峡

の開放に対して楽観的な見方が強く、基調としては戻り売り

優勢の展開が続きやすい。徐々に中東情勢の混乱が伝わった

際の買い圧力が弱まっており、トレンドとしては値位置を切

り下げる展開が想定される。ただし、ホルムズ海峡の開放に

向けた合意が実現するまでは、突発的な急伸リスクも高めの

地合が続く見通しだ。イエメン武装組織フーシ派が、紅海で

船舶に対する攻撃を続けていることにも注意が必要だ。不規

則な値動きを繰り返す展開を想定したい。8月12日に国際エ

ネルギー機関（IEA）と石油輸出国機構（OPEC）の月報が発

表される。
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